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エグゼクティブ・サマリー 

結論  今回の「世界首位」は、SBGが生成 AIの発明創出・知財化を短期間で仕組み化したこと
を示す重要な成果である。ただし、公開された特許ファミリー数の首位であり、登録特許、基盤
モデル性能、権利の強さ、収益化の首位を意味しない。 ［1］［2］［3］ 

[1] ヘッドラインは正確だが、指標は限定的。WIPO は同一発明をまとめた「単純特許ファ

ミリー」の公開数を最終親会社ベースで集計している。法的状態や請求項の強さは評価

対象外である。 ［3］［4］ 

[2] 日本の急増は SBGへの集中度が高い。日本の生成 AI 特許ファミリーは 2023 年 398 件

から 2025 年 3,835 件へ増えたが、SBG の直近 2,978 件を踏まえると、2025 年の日本分

の約 78%を占める可能性がある。 ［2］［3］ 

[3] SBG以外にも成長はある。同じ数字から SBG 分を概算控除すると約 857 件となり、

2023 年比で約 2.2 倍、年平均では約 47%の成長となる。これは産業全体にも波及がある

ことを示す一方、210%という日本全体の伸び率をそのまま一般化できないことも示す。 

［3］ 

[4] 日本の強みは応用・実装層。通信、製造、金融、コンテンツ、公共・医療など既存事業

への組み込みが活発である。一方、AI コア技術の国内出願は近年横ばいで、基盤研究・

海外権利化・研究人材の厚みが課題となる。 ［5］［6］ 

[5] 真価が見えるのは 2027～29年。今回の大量出願が審査を経て、どの独立請求項が残る

か、海外移行や製品実装・ライセンスに結び付くかを継続評価する必要がある。 ［3］［9］

［10］ 

1. 調査の背景と対象 

2026 年 7 月 14 日、日本経済新聞は WIPO の新報告書を受け、「ソフトバンク G、生成 AI の
特許数で世界首位」と報じた。同日、WIPO は生成 AI 特許活動が 2 年間でほぼ 3 倍となったと
のプレスリリースを公表した。 ［1］［2］ 

本稿は、WIPO の 2026 年 SPARK 報告書を中心に、WIPO の調査方法、特許庁の国内外 AI 出
願調査、企業の公表資料、特許実務家による公報・審査経過分析を照合した。分析対象は主に
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2014～2025 年に公開された特許データであり、企業施策については 2026 年 7 月 15 日までに
公表された情報を参照した。 ［3］［4］［5］［6］ 

読み方の注意  WIPO の「公開年」は通常、出願から約 18 カ月後に現れる。2025 年の急増は、
主として 2023～24 年に行われた出願活動を後追いで映している。最新の研究・事業競争をリア

ルタイムに示す統計ではない。 ［3］［4］ 

2. WIPOの「世界首位」が意味するもの 

2.1 世界の生成 AI特許は急拡大 

WIPO によると、世界で公開された生成 AI 特許ファミリーは 2023 年の約 1 万 4,000 件から、
2024 年 1 万 8,862 件、2025 年 3 万 7,808 件へ増加した。2024～25 年の合計は 5 万 6,670 件
で、2014～23 年の累計を上回る。生成 AI が AI 関連特許に占める割合も、2023 年 6.1%から
2025 年 8.7%へ上昇した。 ［2］［3］ 

表 1 生成 AI特許ファミリーの主要出願人（2014～2025年） 

順位 最終親会社・機関 累計 2024–25年公開 

1 SoftBank 2,985 2,978 

2 Tencent 2,702 628 

3 Ping An 2,240 676 

4 Baidu 1,902 668 

5 Chinese Academy of Sciences 1,396 789 

7 Alphabet 1,083 640 

9 Microsoft 865 488 

23 NTT 360 30 

25 Sony 349 131 

注：同一発明をまとめた単純特許ファミリー。出願人は最終親会社ベースで正規化。 ［3］ 
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2.2 SBGの首位は直近の集中出願で形成 

SoftBank の累計 2,985 件のうち 2,978 件が 2024～25 年に公開され、WIPO はその大部分が
2023 年出願であると説明している。長期間の積み上げで首位になったというより、2023 年か
ら発明案件を集中的に出願し、公開時期を迎えた結果と理解するのが正確である。 ［3］ 

比較として、WIPO は OpenAI の世界での特許出願を 2025 年末時点で 35 件としている。
OpenAI の事業・技術上の影響力を考えれば、特許件数がモデル性能や市場競争力の単純な代
理指標にならないことは明白である。 ［3］ 

2.3 集計上の四つの留保 

[6] 公開出願の集計であり、登録・成立した特許だけを数えているわけではない。 ［3］［4］ 

[7] 同一優先権の発明を一つにまとめた単純特許ファミリーであり、公報件数そのものとは

異なる。 ［4］ 

[8] SoftBank は最終親会社ベースの集約名であり、SoftBank Corp.単体のポートフォリオと

は一致しない。 ［3］［4］ 

[9] WIPO の検索はキーワード、特許分類、AI 分類器を組み合わせる。公開された評価では

precision 0.8、recall 0.9 であり、一定の誤分類・取りこぼしを含む。 ［4］ 

3. 日本企業の現状 

3.1 国別順位の上昇と SBG集中 

日本の発明者による生成 AI 特許ファミリーは、2023 年 398 件から 2025 年 3,835 件へ増加し、
年平均成長率（CAGR）は 210%。国別順位は 4 位から 3 位へ上昇した。主要発明地の中で最
も高い相対成長率である。 ［2］［3］ 

表 2 日本の 2025年件数に対する SBG集中度の概算 

項目 概算値 解釈 

日本全体（2025 年） 3,835 件 WIPO の発明者所在地ベース 

SoftBank 直近公開 2,978 件 2024–25 年分。大部分が 2025 年公開 



生成 AI特許で世界首位となったソフトバンク G｜日本企業の現状と課題 

Research Report  |  5 / 11 

項目 概算値 解釈 

SoftBank 相当比率 約 77.7% 2,978 ÷ 3,835 の単純概算 

SoftBank 控除後 約 857 件 2023 年 398 件に対して約 2.2 倍 

控除後 CAGR 約 46.7% 2 年間の概算年平均成長率 

注：SoftBank の 2,978 件がほぼ 2025 年公開かつ日本発明者によると仮定した概算。国際共同発明や 2024 年公開分により

実数は変動する。 ［3］ 

この推計は、日本の 210%成長の大部分が SBG によって押し上げられた可能性を示す。同時に、
SBG を除いても約 2.2 倍であるため、日本企業全体に生成 AI 発明が広がっていることも否定
されない。問題は「成長しているか」ではなく、「どれほど多様な企業・大学・スタートアッ
プに広がっているか」である。 ［3］ 

3.2 国内出願は「AIコア」より「応用」が伸びる 

特許庁の 2023 年データでは、日本国内の AI 関連出願は約 1 万 1,400 件まで増えた。一方、AI
コア発明は約 2,400 件で近年横ばいである。2022～23 年には、ビジネスに適合した情報通信
技術（G06Q）の増加が目立ち、特許庁は生成 AI 関連技術・サービスの発展が一因とみている。 

［5］ 

生成 AI 関連語を明細書・要約・請求項などに含む AI 関連出願は 2022 年の 3 件から 2023 年
2,182 件へ急増した。ただし、この定義は生成 AI 用語への「言及」を含む広い検索であり、
WIPO の生成 AI 特許ファミリーとは直接比較できない。 ［5］ 

3.3 コア技術と研究層には警戒材料 

特許庁の国際 AI コア特許調査では、日本は 2015 年以降の累計で 4 位に位置するものの、出願
は 2019 年前後をピークに緩やかに減少し、ドイツに追い越される可能性が示されている。ま
た、Transformer の初期競争では米中に比べて出遅れたと分析されている。 ［6］ 

WIPO の 2010～23 年集計では、日本の生成 AI 関連科学論文は 1,610 本で世界 7 位だった。中
国は 1 万 2,453 本、米国は 1 万 2,036 本であり、特許の急増と比べると、大学・研究機関を含
む基礎研究の裾野は薄い。 ［4］ 
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4. 主要企業の戦略 

4.1 SBG：発明創出を「仕組み」にした 

SBG は 2023 年 5 月からグループ社員向け生成 AI 活用コンテストを実施し、2025 年 7 月まで
に 21 万件を超えるアイデアを集めた。さらに学生向けコンテストでは、応募により生じた知
的財産権を SBG に譲渡し、知財部門が特許出願を検討する制度を明示している。 ［7］ 

この活動は、社員・参加者による発明者候補となり得るアイデア創出層を拡大し、アイデア収
集、先行技術評価、出願、国内優先権による具体化、事業実装を連続させる「発明パイプライ
ン」とみることができる。通信ネットワーク、法人顧客、ロボット、顧客対応など、検証可能
な現場とデータを持つ点も優位である。 ［3］［7］［8］ 

SoftBank は法人営業部門などで生成 AI 活用を進め、1 年間で 8 万 7,000 時間相当の業務時間
削減を公表している。したがって、大量出願の全てが机上の発想だとはいえない一方、個々の
特許が実装を直接保護しているかは別途確認が必要である。 ［8］ 

4.2 大量出願の真価は今後の審査・権利化過程で明らかになる 

民間の公報分析では、SBG の初期出願に短い請求項や共通図面がみられ、広い分野の選択肢を
迅速に確保する傾向が指摘された。また、6,000 人を超える発明者が確認され、その 61%は 1
件の出願だけに関与していたとされる。これは発明参加の裾野を示す一方、案件選別と発明者
認定の負荷も示す。 ［9］ 

その後の審査経過では、多くの案件が国内優先権を主張し、明細書の記載量や実施形態を増や
して発明を具体化する動きが確認された。先行技術に基づく拒絶も生じており、広い選択肢を
初期確保した後、有望案件を成熟させる段階にあると評価するのが妥当である。 ［10］ 

4.3 他の日本企業：強みは産業別・現場別 AI 

表 3 代表的な日本企業・企業群の位置付け 

企業・企業群 現状と強み 主な課題 

NTT 
長期の自然言語・音声・通信研究。軽量 LLM
「tsuzumi 2」を金融・公共・医療向けに展開。
WIPO 累計 360 件。 

研究成果を海外で反復販売できる製品、ライ
センス、標準へ転換する規模。 

Sony 画像・音声・ゲーム・コンテンツに強い。社内 著作権・肖像・クリエーター保護と生成 AI 活
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企業・企業群 現状と強み 主な課題 

Enterprise LLM を約 210 組織、5 万人超が利
用。WIPO 累計 349 件。 

用を両立する契約・知財設計。 

Fujitsu・NEC 企業・公共システムとの接点、業界特化 LLM、
マルチエージェント、安全性・運用技術。 

国内の個別 SI を、世界で繰り返し販売できる
製品と権利群へ転換。 

製造業 車載、ロボット、検査、設計、保守など、物理
世界と AI を結ぶデータ・実装力。 

基盤モデル、エージェント制御、データ流通
の上位レイヤーで主導権を確保。 

出所：WIPO および各社公表資料を基に整理。 ［3］［11］［12］［13］［14］ 

5. 日本企業が直面する課題 

[10] 一社依存とエコシステムの薄さ。国別順位が一社の大量出願で大きく動く構造は、大学、

スタートアップ、研究機関、他の大企業への波及が十分でない可能性を示す。共同研究、

人材流動、研究成果の事業化を含む裾野拡大が必要である。 ［3］［4］ 

[11] 件数から権利の質への転換。出願件数ではなく、審査後に残った独立請求項の範囲、無

効耐性、競合製品への読み込み可能性、保有コストに対する事業価値を管理する必要が

ある。 ［3］［4］［10］ 

[12] 海外権利化の選択。2025 年の生成 AI 特許ファミリーのうち、複数法域で公開された国

際ファミリーは約 9%にとどまる。全件を海外出願するのではなく、重要クラスターを米

国・欧州・中国などへ選択的に移行すべきである。 ［3］ 

[13] 基盤技術・研究人材の不足。応用特許だけでは、モデル、GPU、クラウド、エージェン

ト基盤を海外企業に依存する。大学との共同研究、研究者採用、オープンモデルへの貢

献、計算資源への継続投資が必要である。 ［4］［5］［6］ 

[14] 発明者・データ・著作権ガバナンス。AI が着想や文案を補助する大量発明では、人間が

どの技術的特徴に寄与したかを記録しなければならない。学習データ、営業秘密、OSS、

第三者著作物、プロンプト・出力検証も一体管理する必要がある。日本では現行制度上、

発明者は自然人であるとの整理が維持されている。 ［12］［15］ 
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6. 経営・知財部門への提言 

6.1 量的 KPIを補完する 

表 4 生成 AI特許ポートフォリオで追うべき KPI 

評価軸 主要 KPI 経営上の問い 

権利化 優先年別の査定・登録率、審査後の独立請求
項数 競合の実装を実際にカバーできる権利が残ったか 

国際性 PCT 比率、米欧中への移行率、ファミリー規
模 事業を行う市場で権利を取得しているか 

技術性 基盤・推論・エージェント・安全性と応用案
件の構成 

利用事例だけでなく代替困難な技術を押さえてい
るか 

事業性 製品搭載率、対象売上、ライセンス収入、標
準化貢献 

特許が収益、交渉力、参入障壁に結び付いている
か 

影響力 被引用数、競合からの引用、共同研究成果 外部の技術開発に参照される発明か 

リスク FTO 完了率、発明者記録、データ・OSS 審査
率 

大量出願が訴訟・無効・契約リスクを増やしてい
ないか 

注：件数 KPI を否定するものではなく、経営価値と権利品質を補完する管理指標。 

6.2 ポートフォリオを三層に分ける 

[15] A 層：基盤モデル、推論効率、エージェント制御、安全性、通信・計算基盤など、長期

競争力を左右する戦略特許。主要国へ展開する。 

[16] B 層：業界別・顧客別に再利用可能な共通機能。国内権利化を基本に、事業計画に応じ

て海外展開する。 

[17] C 層：個別アイデア・探索案件。審査請求前に事業性と技術的差別化を再評価し、不要

案件を計画的に放棄する。 

6.3 特許以外の知財を組み合わせる 

モデル重み、学習・評価データ、運用ノウハウ、プロンプト、顧客業務知識は、公開を前提と
する特許より営業秘密に適する場合がある。特許、営業秘密、著作権、データ・利用契約、
OSS 方針、標準化を一つの技術クラスター単位で設計すべきである。 
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とりわけクラウド型 AI サービスでは、学習、推論、ユーザー、サーバーが複数国に分散する。
単一主体・単一国内の実施だけを想定した請求項では侵害立証が難しくなるため、システム、
サーバー、方法、プログラムの複数カテゴリで権利を設計する必要がある。 

7. 今後の見通し 

2026 年時点の WIPO 統計は、SBG の 2023 年出願波が公開された初期局面を示している。今
後は、審査請求、拒絶理由、補正、分割、国内優先権、登録、海外移行、権利維持のデータが
蓄積する。2027～29 年には、初期の広い選択肢のうち何が強い権利として残ったかを評価し
やすくなる。 ［3］［9］［10］ 

日本企業が競争優位を築きやすい領域は、海外基盤モデルと件数で正面衝突することだけでは
ない。通信、製造、車載、ロボット、金融、医療、公共、ゲーム・コンテンツなど、日本企業
が現場データと顧客関係を持つ領域で、モデル・運用・安全性・業務プロセスを一体化し、そ
の中核を世界で通用する権利として押さえることである。 ［5］［11］［12］［13］［14］ 

8. 総括 

最終評価  SBG の世界首位は「日本が基盤モデル競争で世界一になった」ことを示すものではな
い。しかし、生成 AI 時代に合わせて発明参加者を増やし、着想を短期間で知財化する組織能力
を作った点は、本質的な競争力である。次の焦点は、量から選別、権利化、海外展開、事業実装
へ移る。 ［2］［3］［7］［10］ 

日本全体にとっては、SBG 一社の出願波を産業競争力の改善と混同せず、AI コア研究、大学・
スタートアップ、国際特許、製品化、標準化を含むエコシステムを強化することが課題である。
件数は重要な先行指標だが、最終的な成果は、守れる権利と継続的な事業価値によって判断さ
れるべきである。 ［3］［4］［5］［6］ 
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